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（明治24年）

（明治25年）
（明治26年）

（明治27年）
（明治28年）

（明治29年）

（明治30年）

（明治31年）
（明治32年）

（明治33年）

（明治36年）

（明治38年）

（明治39年）

（明治41年）

（明治42年）
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（大正5年）

（大正6年）

（大正9年）

（大正11年）

（大正12年）

（大正13年）

（大正14年）

（大正15年）
（昭和元年）

（昭和2年）

（昭和3年）

電信電話のあゆみ
・モールス（米）が電信機を発明（8）
［（新暦）1837年9月］
・ペリー（米）が電信機を幕府へ献上（1） 
［（新暦）1854年2月］
・東京・横浜で電信線架設工事に着手（9） 
［（新暦）1869年10月］
・東京・横浜で電報取り扱い開始（日本の電
信創業）（12）［（新暦）1870年1月］
・モールス印字電信機を英国より輸入、使用
開始
・外国との電報送受を開始（6）
［（新暦）1871年7月］
・グラハム・ベル（米）が電話機を発明（3）
・逓信省設置（工部省廃止）（12）
・東京～熱海間で公衆用市外通話の商用試
験開始（１）
・電報の電話託送用にカタカナ番号表制定
（9）
・初めての電話番号簿「電話加入者人名表」
発行（10/9）
・東京・横浜で電話開通（日本の電話創業、
単線式単式交換機、ガワーベル電話機使用）
契約者数＝東京155、横浜42、電話所（公
衆電話）数16で電話交換業務を開始
（12/16）
・東京「辰の口」の電話交換局で、初めて直
列複式交換機を試用
・電話使用料金値下げ（7/1）
・大阪・神戸両市内及び両市間の電話開
通。
（契約者数＝大阪141、神戸74）（3/25）
・このころ「モシモシ」という言葉流行
・加入者電話機に筒形受話器を採用
・マルコーニ（伊）が無線電信を発明
・東京～大阪間の長距離市外通話の試験
実施（12）
・ガワーベル電話機に代わり、デルビル磁石
式壁掛電話機とソリッド・バック電話機の採
用を決定（7）
・電話料金値下げ（12/1）
・加入電話からの電報受付開始（12/1）
・電話番号簿が電話番号順からイロハ順とな
り、屋号などの掲載を認める（12/1）
・モールス音響通信開始（11）
・電話番号簿の様式改正（長距離には 特 の
印をつけた）（1/9）
・東京～大阪間で長距離市外通話開始（日本
の長距離通話のはじめ）（2/1）
・日本において無線電信に成功
・札幌の電話開通（3/1）
・関門海峡に初めて市外電話回線用として、
海底ケーブル敷設（5）
・新橋、上野両停車場構内に自働電話（公衆
電話）登場（9/11） 

・電話呼び出しの取り扱い始まる（9/11）
・京橋のたもとにボックス型自働電話（公衆
電話）登場（10）
・京都局で日本で初めての共電式交換機採
用（5/17）
・東京～佐世保間長距離電話線開通（約
1,550km）（3/31）
・日本銀行と横浜正金銀行との間に市外専
用電話を設置（専用サービスのはじめ）
（7/20）
・海底線による対米直通電信連絡開始（8）
・銚子無線局にて船舶用無線電報取り扱い
開始（5）
・至急開通料（185円）によって、申込順によ
らず優先的に開通（5/1）
・市外通話料金を遠距離逓減制、夜間逓減
料金制実施（4/23）
・至急開通料185円を300円に値上げ（4/1）
・ハワイ経由対米無線電信開始（11）
・電話で、“火事”といえば交換手が消防署へ
接続する、火災報知制度実施（4/1）
・東京、大阪、京都、神戸、名古屋、横浜の６
大都市において、市内通話が度数料金制と
なる（4/1）
・電話発明者グラハム・ベル死去（76歳）
（8/2）
・逓信省構内で、初めてストロージャ式自
動交換機試用（11/3）
・全国の開通契約者数40万人を超える（東京
８万）
・電報にタイプライター使用開始
・新聞社、通信社に市外専用電話許可（6/2）
・関東大震災で関東地方の電話壊滅（9/1）
・市内通話料金値上げ（4/1）
・市内通話、１通話５分制を３分制に（4/1）
・自働電話ボックス最新型（ダブル式）採用
・電話番号簿が横書き、50音順掲載となる
（4/1）
・「自働電話」を「公衆電話」と改称（10/1）
・東京中央電話局京橋分局で、日本初の自
動交換方式（ストロージャ式）を採用（1/20）
・番号案内「100番」、火災報知「112番」など、
特殊番号サービス始まる（1）
・青森～函館間電話開通、本州と北海道の
市外通話開始（4/24）
・東京市内の公衆電話ボックス、赤塗り六角 
形からグレー四角形に変わる（3）
・（米国製和文）印刷電信機の主要回線での
使用開始（6）
・火災報知「112番」を「119番」に変更（10/1）
・放送中継用として初めて市外専用電話を許
可（10）
・神戸、門司の契約者と船舶内電話との無線
電話開始（船舶無線電話のはじめ）（10/21）
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・東京～神戸間、日本最初の装荷式長距離
ケーブル開通（11/1）
・東京の電話契約数10万突破（全国約70万）
（3）
・写真電報開始（8）
・電話番号簿に広告掲載を開始（5/15）
・東京市内4カ所（東京駅、三越本店、松坂
屋本店、中央電話局）に自動式公衆電話設
置（4/21）
・3号自動式卓上電話機実用化（4）
・電話契約申込者の名義変更を許可（5/15）
・年賀電報開始（12）
・荏原～東京間で自動即時通話実施（自動
即時通話のはじめ）（9/1）
・「119番」が救急車の要請ができる応急救
護電話に（1/20）
・太平洋航路就航の「秩父丸」と最初の遠洋
船舶無線電話開始（8/7）
・年賀電報をやめ慶弔電報開始（12）
・航空機との無線電報開始（5）
・国産印刷電信機、東京・大阪間で商用化
（11）
・番号案内を「100番」に統一終了（12/1）
・特殊番号を「11×番」に統一（3/6）
・全国の電話契約数100万を突破（東京約16
万）（3）
・クロスバ交換機の研究開始
・公衆電話市内通話の時分制廃止（7/1）
・電話料金値上げ（4/1）
・電話料金値上げ（4/1）
・代表電話開始（12）
・電話料金納付を毎月払いに（4/1）
・電話料金値上げ（5/6）
・模写電報開始（12）
・電話料金値上げ（4/1）
・加入電話に事務用と住宅用の区別を設定
（4）
・紙幣式公衆電話を新橋駅前に設置（10/3）
・電話料金４倍値上げ（7/10）
・警察通報用電話「110番」新設（10/1）
・逓信省廃止（5/31）
・電気通信省発足（6/1）
・第1回電気通信記念日（10/23）
・4号自動式卓上電話機実用化、量産開始
（10） 
・「職業別電話番号簿」発行（3/2）
・ボックス公衆電話の全自動化完了（10）
・加入電話を公衆の利用に供してもらう簡易
公衆電話登場（11/1）
・電話料金値上げ（11/1）
・市内案内台で“時報サービス”開始（11/11）
・委託公衆電話（のちの赤電話）登場（12）
・電気通信省廃止（7/31）
・日本電信電話公社発足（8/1）

・硬貨式公衆電話登場（1）
・電報中継機械化開始（3） 
・国際電信電話株式会社（KDD）発足
・電話料金値上げ（8/1）
・簡易・委託公衆電話に“赤色”電話機登場
（8）
・市内番号案内は「104番」、市外番号案内は
「105番」に
・東京～名古屋～大阪間に初のマイクロ
ウェーブが完成（4/16）
・丹頂形公衆電話ボックス設置始まる（10）
・電話による天気予報サービス「222番」、東
京などで開始（1/1）
・時報サービス「223番」開始（6/10）
・全国の電話契約数200万を突破（6/17）
・東京の全電話契約者に4号電話機取り付け
完了（4）
・初の市内局番3ケタ局、328局が東京の松沢
分局で開始（7/27）
・加入電信（テレックス）サービス開始（10/25）
・南極昭和基地との電報による無線電信開始
（1）
・近畿日本鉄道の特急で列車公衆電話サー
ビス開始（10/1）
・即時通話網の日本縦断なる（12/1）
・鹿児島～札幌間に日本横断マイクロウェー
ブ完成（1/18）
・加入電信による国際通信開始（4）
・東京で、ボックス公衆電話から無料で警
察署、消防署への緊急通話サービス開始
  （9/15）
・船舶電話サービス開始（3/1）
・全国の電話契約数300万を突破（8/14）
・ピンク電話（特殊簡易公衆電話）登場（1/1）
・東京の市内局番、一斉に3ケタ化（2/7）
・全国の公衆電話10万台を突破（6/27）
・600形電話機登場（3）
・カラーテレビ中継開始（6）
・単位料金区域（MA）公示（9/10）
・新電話料金制度実施（市外料金に距離別
時間差法、単位料金区域制、準市内通話
制度、ダイヤル市外通話の夜間割引制、
手動市外通話の3分1分制など）（9/30）
・東京～名古屋間のダイヤル市外通話開始
  （長距離ダイヤル市外通話の始まり）（11）
・全国電話契約数500万を突破（7/30）
・通信衛星「リレー 1号」による日米間テレビ
中継試験成功（11）
・データ伝送サービス開始（12）
・天気予報サービス「177番」、時報「117番」
に全国統一（3）
・世界商業通信衛星機構（インテルサット）
に加盟（8）
・農村集団自動電話サービス開始（地域集団
電話のはじめ）（10/28）
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（昭和元年）
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電信電話のあゆみ
・モールス（米）が電信機を発明（8）
［（新暦）1837年9月］
・ペリー（米）が電信機を幕府へ献上（1） 
［（新暦）1854年2月］
・東京・横浜で電信線架設工事に着手（9） 
［（新暦）1869年10月］
・東京・横浜で電報取り扱い開始（日本の電
信創業）（12）［（新暦）1870年1月］
・モールス印字電信機を英国より輸入、使用
開始
・外国との電報送受を開始（6）
［（新暦）1871年7月］
・グラハム・ベル（米）が電話機を発明（3）
・逓信省設置（工部省廃止）（12）
・東京～熱海間で公衆用市外通話の商用試
験開始（１）
・電報の電話託送用にカタカナ番号表制定
（9）
・初めての電話番号簿「電話加入者人名表」
発行（10/9）
・東京・横浜で電話開通（日本の電話創業、
単線式単式交換機、ガワーベル電話機使用）
契約者数＝東京155、横浜42、電話所（公
衆電話）数16で電話交換業務を開始
（12/16）
・東京「辰の口」の電話交換局で、初めて直
列複式交換機を試用
・電話使用料金値下げ（7/1）
・大阪・神戸両市内及び両市間の電話開
通。
（契約者数＝大阪141、神戸74）（3/25）
・このころ「モシモシ」という言葉流行
・加入者電話機に筒形受話器を採用
・マルコーニ（伊）が無線電信を発明
・東京～大阪間の長距離市外通話の試験
実施（12）
・ガワーベル電話機に代わり、デルビル磁石
式壁掛電話機とソリッド・バック電話機の採
用を決定（7）
・電話料金値下げ（12/1）
・加入電話からの電報受付開始（12/1）
・電話番号簿が電話番号順からイロハ順とな
り、屋号などの掲載を認める（12/1）
・モールス音響通信開始（11）
・電話番号簿の様式改正（長距離には 特 の
印をつけた）（1/9）
・東京～大阪間で長距離市外通話開始（日本
の長距離通話のはじめ）（2/1）
・日本において無線電信に成功
・札幌の電話開通（3/1）
・関門海峡に初めて市外電話回線用として、
海底ケーブル敷設（5）
・新橋、上野両停車場構内に自働電話（公衆
電話）登場（9/11） 

・電話呼び出しの取り扱い始まる（9/11）
・京橋のたもとにボックス型自働電話（公衆
電話）登場（10）
・京都局で日本で初めての共電式交換機採
用（5/17）
・東京～佐世保間長距離電話線開通（約
1,550km）（3/31）
・日本銀行と横浜正金銀行との間に市外専
用電話を設置（専用サービスのはじめ）
（7/20）
・海底線による対米直通電信連絡開始（8）
・銚子無線局にて船舶用無線電報取り扱い
開始（5）
・至急開通料（185円）によって、申込順によ
らず優先的に開通（5/1）
・市外通話料金を遠距離逓減制、夜間逓減
料金制実施（4/23）
・至急開通料185円を300円に値上げ（4/1）
・ハワイ経由対米無線電信開始（11）
・電話で、“火事”といえば交換手が消防署へ
接続する、火災報知制度実施（4/1）
・東京、大阪、京都、神戸、名古屋、横浜の６
大都市において、市内通話が度数料金制と
なる（4/1）
・電話発明者グラハム・ベル死去（76歳）
（8/2）
・逓信省構内で、初めてストロージャ式自
動交換機試用（11/3）
・全国の開通契約者数40万人を超える（東京
８万）
・電報にタイプライター使用開始
・新聞社、通信社に市外専用電話許可（6/2）
・関東大震災で関東地方の電話壊滅（9/1）
・市内通話料金値上げ（4/1）
・市内通話、１通話５分制を３分制に（4/1）
・自働電話ボックス最新型（ダブル式）採用
・電話番号簿が横書き、50音順掲載となる
（4/1）
・「自働電話」を「公衆電話」と改称（10/1）
・東京中央電話局京橋分局で、日本初の自
動交換方式（ストロージャ式）を採用（1/20）
・番号案内「100番」、火災報知「112番」など、
特殊番号サービス始まる（1）
・青森～函館間電話開通、本州と北海道の
市外通話開始（4/24）
・東京市内の公衆電話ボックス、赤塗り六角 
形からグレー四角形に変わる（3）
・（米国製和文）印刷電信機の主要回線での
使用開始（6）
・火災報知「112番」を「119番」に変更（10/1）
・放送中継用として初めて市外専用電話を許
可（10）
・神戸、門司の契約者と船舶内電話との無線
電話開始（船舶無線電話のはじめ）（10/21）
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・東京～神戸間、日本最初の装荷式長距離
ケーブル開通（11/1）
・東京の電話契約数10万突破（全国約70万）
（3）
・写真電報開始（8）
・電話番号簿に広告掲載を開始（5/15）
・東京市内4カ所（東京駅、三越本店、松坂
屋本店、中央電話局）に自動式公衆電話設
置（4/21）
・3号自動式卓上電話機実用化（4）
・電話契約申込者の名義変更を許可（5/15）
・年賀電報開始（12）
・荏原～東京間で自動即時通話実施（自動
即時通話のはじめ）（9/1）
・「119番」が救急車の要請ができる応急救
護電話に（1/20）
・太平洋航路就航の「秩父丸」と最初の遠洋
船舶無線電話開始（8/7）
・年賀電報をやめ慶弔電報開始（12）
・航空機との無線電報開始（5）
・国産印刷電信機、東京・大阪間で商用化
（11）
・番号案内を「100番」に統一終了（12/1）
・特殊番号を「11×番」に統一（3/6）
・全国の電話契約数100万を突破（東京約16
万）（3）
・クロスバ交換機の研究開始
・公衆電話市内通話の時分制廃止（7/1）
・電話料金値上げ（4/1）
・電話料金値上げ（4/1）
・代表電話開始（12）
・電話料金納付を毎月払いに（4/1）
・電話料金値上げ（5/6）
・模写電報開始（12）
・電話料金値上げ（4/1）
・加入電話に事務用と住宅用の区別を設定
（4）
・紙幣式公衆電話を新橋駅前に設置（10/3）
・電話料金４倍値上げ（7/10）
・警察通報用電話「110番」新設（10/1）
・逓信省廃止（5/31）
・電気通信省発足（6/1）
・第1回電気通信記念日（10/23）
・4号自動式卓上電話機実用化、量産開始
（10） 
・「職業別電話番号簿」発行（3/2）
・ボックス公衆電話の全自動化完了（10）
・加入電話を公衆の利用に供してもらう簡易
公衆電話登場（11/1）
・電話料金値上げ（11/1）
・市内案内台で“時報サービス”開始（11/11）
・委託公衆電話（のちの赤電話）登場（12）
・電気通信省廃止（7/31）
・日本電信電話公社発足（8/1）

・硬貨式公衆電話登場（1）
・電報中継機械化開始（3） 
・国際電信電話株式会社（KDD）発足
・電話料金値上げ（8/1）
・簡易・委託公衆電話に“赤色”電話機登場
（8）
・市内番号案内は「104番」、市外番号案内は
「105番」に
・東京～名古屋～大阪間に初のマイクロ
ウェーブが完成（4/16）
・丹頂形公衆電話ボックス設置始まる（10）
・電話による天気予報サービス「222番」、東
京などで開始（1/1）
・時報サービス「223番」開始（6/10）
・全国の電話契約数200万を突破（6/17）
・東京の全電話契約者に4号電話機取り付け
完了（4）
・初の市内局番3ケタ局、328局が東京の松沢
分局で開始（7/27）
・加入電信（テレックス）サービス開始（10/25）
・南極昭和基地との電報による無線電信開始
（1）
・近畿日本鉄道の特急で列車公衆電話サー
ビス開始（10/1）
・即時通話網の日本縦断なる（12/1）
・鹿児島～札幌間に日本横断マイクロウェー
ブ完成（1/18）
・加入電信による国際通信開始（4）
・東京で、ボックス公衆電話から無料で警
察署、消防署への緊急通話サービス開始
  （9/15）
・船舶電話サービス開始（3/1）
・全国の電話契約数300万を突破（8/14）
・ピンク電話（特殊簡易公衆電話）登場（1/1）
・東京の市内局番、一斉に3ケタ化（2/7）
・全国の公衆電話10万台を突破（6/27）
・600形電話機登場（3）
・カラーテレビ中継開始（6）
・単位料金区域（MA）公示（9/10）
・新電話料金制度実施（市外料金に距離別
時間差法、単位料金区域制、準市内通話
制度、ダイヤル市外通話の夜間割引制、
手動市外通話の3分1分制など）（9/30）
・東京～名古屋間のダイヤル市外通話開始
  （長距離ダイヤル市外通話の始まり）（11）
・全国電話契約数500万を突破（7/30）
・通信衛星「リレー 1号」による日米間テレビ
中継試験成功（11）
・データ伝送サービス開始（12）
・天気予報サービス「177番」、時報「117番」
に全国統一（3）
・世界商業通信衛星機構（インテルサット）
に加盟（8）
・農村集団自動電話サービス開始（地域集団
電話のはじめ）（10/28）
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